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明
治
の
黎
明
期
に、
姫
路
は
播
磨
の
中
心
地
と
し
て
飾
磨
県
の
誕
生
を
み
ま
す。
本
巻
の
対

象
と
す
る
明
治
七
年
は、
飾
磨
県
の
成
立
か
ら
廃
止
に
い
た
る
ま
で
の
ほ
ほ
中
間
点
に
あ
た
り、

維
新
の
改
革
の
流
れ
の
な
か
で
の
過
渡
期
に
な
り
ま
す。

こ
の
時
期
の
政
治
的
情
勢
を
概
観
す
れ
ば、
六
年
の「
征
韓」
論
争
の
決
裂
で
西
郷
隆
盛
が
下

野
し、
太
政
官
政
府
は、
こ
こ
に
は
じ
め
て
分
裂
の
危
機
に
直
面
し
ま
し
た。
全
国
の
士
族
の
反

政
府
的
な
動
き
も
高
ま
り、
一
月一
四
日
赤
坂
で
の「
征
酪国」
諭
派
の
高
知
県
士
族
に
よ
る
岩

倉
製
繋
事
件
や
佐
賀
の
征
怖
党・
憂
国
党
の
反
乱
が
勃
発
し、
大
久
保
政
権
を
悩
ま
せ
ま
す。

こ
の
よ
う
な
国
内
政
情
の
不
安
定
の
な
か
で、
大
久
保
政
権
に
と
っ
て
最
重
要
課
題
で
あっ
た

秩
禄
処
分
や
地
租
改
正
につ
い
て
は、
七
年
に
は、
実
質
的
な
進
展
が
み
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た。

解
説
は、
市
史
編
集
専
門
委
員
の
山
崎
隆
三
氏
に
よ
り、
当
時
の
政
策
につ
い
て
掘
り
下
げ
た

叙
辿
が
な
さ
れ
てい
ま
す。
国
や
飾
麿
県
が
取
り
紺
ん
だ「
小
学
校
の
開
設」・「
徴
兵」・「
地
祖

改
正」・「
秩
禄
処
分」・「
藩
佑、
藩
札
処
分」
につ
い
て、
こ
の
時
期
に
ど
の
よ
う
に
巡
展
し
た
か

が
述べ
ら
れ
てい
ま
す。
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